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4 8 　 子 宮 平 滑 筋 肉 腫 の 脳 転 移 例
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鈴 木 重 晴 * ・ 大 熊 洋 揮

弘前大学脳神経外科

青森市民病院脳神経 外科 *

症例は 5 0 歳 の 女性で平成12 年 11 月 に子宮平

滑筋肉腫 の摘出術を受けた . 術後に化学療法を施

行 したが, 平成 14 年 2 月に再発を認 め, 腫癌再摘

出および骨盤 リ ン パ 節郭清を施行された . それ以

後明 らか な再発は認 められなか っ た . 平成 16 年 4

月より右上肢の 脱力および構音障害が出現 し, 同

年 6 月当科を受診 した . 初診時の 意識 レ ベ ル は清

明 で , 構音障害および右上肢不全麻痔を認 め た .

頭部 M RI で 右放線冠 に接する約2 c m の 病変を認

め た . 周囲の 浮腫 はほ とん ど認 め なか っ た . 周囲

の 淡い 造影効果を認め た . 同年 8 月に症状 が進行

し M R I で病変の増大および周囲の 浮腫 の 増強を

認 め, 病変は輪状に造影された ため, 脳腫癌疑い

に て当科 人院と な っ た . C T 定位脳腫癌生検術を

施行 した と こ ろ, 病理診断は平滑筋肉腫 であ っ た .

そこ で周辺線量 3 0 G y の ガ ン マ ナイ フ に よる治療

を行 い , 8 ケ 月経過 した現在まで腫疫の 増大, お

よび症状の 増悪 を認 めて い ない . 子宮平滑崩肉腫

の 脳転移 は極め て稀で あり現在ま で に 1 2 例 の 報

告が ある に過 ぎない . 原発巣の 再発 ･ 肺転移 など

を伴う こ とが多く予後 は不良とされ る . 本症例 で

は 幸い な こ と に 原発巣の 再発 ･ 肺 転移を認 めず,

脳転移病変も変化を認 めて い ない .
こ れまで ガ ン

マ ナイ フ に よる治療例は報告されて い ない た め今

後も慎重な経過観察を要する もの と思 われ る .

4 9 小 児 中 脳 放 射 線 障 害 ― 激 烈 な 神 経 症 状 を 呈

し た 小 児 脳 腫 瘍 2 例 の 検 討 ―
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小児脳腫癌 へ の放射線療法の 適応は広 が っ て い

る が
, 予期 せ ぬ経過 をと っ た 2 例を経験 したの で

報告する .

〔症 例 1〕 1 2 歳男 児, 4 年前中脳 水道狭窄で

E T V , シ ャ ン ト術. 定期検査で中脳背側腫癌を認

めた . 神経内視鏡的生検上1 o w g r a d e a st r o c yt o m a

に て t e ct al gli o m a と診断, γ ナイ フ照射 (2 4 G y ,

周辺 12 G y) を受けた . 照射 2 ケ 月後眼険下垂 , 複

視出現, 両側動眼神経麻棒を生 じた .
ス テ ロ イ ド

効なく腫癌容量約 4 .6 倍に増大, 円環状に造影さ

れた . 軽度意識障害をきた した為, 鑑別 と減圧 目

的に テ ン ト下上小脳経由摘出術をお こ な っ た . 柄

理上早期放射線晩発障害と診断された .

〔症例 2〕 5 歳女児, 小脳虫部髄芽腫 に て摘出術,

シ ャ ン ト術後, 近畿小児腫癌研究班 プロ ト コ ル に

そ い 化学療法 ( C P D , E t o p o sid e , C D D P , V C R ,

M T X 髄注) , 2 ク ー ル 日放射線治療 ( 全脳 18 G y /

1 2 分割 , 脳幹部局所 3 0 G y/ 19 分割) を併用 した .

照射最終日, 意識障害 (J C S2 00) が出現, シ ャ ン

ト機能上閉塞 なか っ た が著明な水頭症と禰慢性中

脳病変を認め た . 外ドレ ナ - ジ
,
ス テ ロ ド使用後

約2 週 間で症状 は消失 した . 後療法継続, 再発な

く独歩退院 した . 中脳総照射線量 は約45 G y で耐

用量 以下だ っ た が , M T X 髄注 と の 関連も疑 われ

た . 小児放射線治療に中脳が含まれる場合, 放射

線障害は著し い症状を呈 しうるの で注意 が必要で

あ る . 脳幹部は組織の 不均 一 性が大きく, 放射線

耐用線量等の 前方視的な検討 は無理 であり, 事例

毎の検討 が重要と考 えられた .
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【目的】s R S 施行患者 の 臨床経過 を検討 し S R S

の 有効性 と適応に つ い て評価 した .

【対象】1 99 8 年か ら 2 00 4 年まで に 当院にて S R S

を施行 した転移性肺癌の うち追跡調査 が可能であ

っ た 4 6 例 ( 男性 3 7 例 ･ 女性 9 例, N S C L C 4 0

例 ･

S C L C 6 例) .

【方法】 癌 発症 時
･

S R S 施行時 か ら死 亡す るま

で の 期間 に対 し, 癌腫 ･ 男女 ･ 発症年齢 ･ 脳転移


